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第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 令和元年度第１回寒川広域リサイクルセンター運営委員会 

開催日時 令和２年２月１８日（火） 午後１時３０分～２時 

開催場所 寒川広域リサイクルセンター 研修室 

出席者名、欠

席者名及び

傍聴者数 

出席者  佐藤委員長、石田副委員長、金子委員  

事務局  大川環境経済部長、小林環境課長兼リサイクルセンタ

ー場長、守屋主査、髙橋主任主事  

傍聴者  なし 

議 題 

（１）資源物搬入・搬出量について 

（２）施設見学者数について 

（３）長期包括運営責任業務に係る年間運転計画について 

（４）年末年始繁忙期の稼働状況について 

（５）緑地帯の樹木伐採及び剪定について 

決定事項 

 

－ 

 

公開又は非

公開の別 
公開  

非公開の場合その

理由（一部非公開

の場合を含む）  

 

 

議事の経過 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）資源物搬入・搬出量について 

【事務局】 ＜資料１-１～３により説明＞ 

 

（２）施設見学者数について 

【事務局】 ＜資料２-１～２により説明＞ 

 

（３）長期包括運営責任業務に係る年間運転計画について 

【事務局】 ＜資料３により説明＞ 

 

（１）～（３）質疑応答 なし 
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（４）年末年始繁忙期の稼働状況について 

【事務局】 ＜資料４により説明＞ 

質疑応答 なし 

 

（５）緑地帯の樹木伐採及び剪定について 

【事務局】 ＜資料５により説明＞ 

質疑応答 なし 

 

【事務局】 リサイクルセンターの運営に関しては、地元の皆さまのご

理解、ご協力があって問題なく運転することができている。びんや缶な

どが増える年末年始においても年末に稼働させていただき、問題なく処

理することができ、感謝している。 

 

３ その他 

【事務局】 ＜次期運営委員会委員の選出依頼及び謝礼＞ 

 

【金子委員】 年２回のまちぐるみ美化運動に参加しているが、１７～

１８年前と比べると雲泥の差で町の中がきれいになったと感じている。 

【事務局】 相模川美化キャンペーンでも河川敷の不法投棄はあるもの

の、年々、ごみの量は減ってきている。また、ペットボトルについては

県内１位という高い評価をいただいており、評価が高いと高く売れるた

め、町の歳入として多く入ってくるという状況である。出し方がめちゃ

くちゃだったり汚れたまま出したりすると評価が低くなるため、町民の

皆さまの分別意識が高まっていると捉えている。 

【佐藤委員長】 資源物の日に立ち会うが、ほぼ毎回ごちゃ混ぜになっ

ている。衛生指導員が立ち会っている時間帯に分別を間違えて持ってき

た人には指導できるが、夜のうちに出されてしまうと何もできない。 

【事務局】 衛生指導員さんには、ちゃんと分別ができていない人やひ

とまとめにしている人に対してトラブルにならない程度にできる範囲

で指導していただければと思っている。また、自治会未加入の絡みもあ

るが、町の立場からいくと資源物を収集しないわけにもいかないので、

非常に難しい状況である。 

【金子委員】 戸別収集は。 

【事務局】 費用対効果を考え、検討する。 

【佐藤委員長】 以前、茅ヶ崎市はレジ袋で出しているのに、なぜ寒川

町は有料のごみ袋を買って出さなければならないのか聞かれたことが



3 

 

ある。 

【事務局】 茅ヶ崎市は灰を埋める最終処分場があるが、寒川町には全

くない。ごみを少しでも少なくしていこうということで、ごみ袋の有料

化がスタートした。 

 今後も円滑な運営に努めていきたいと思っているので、引き続きご協

力をお願いしたい。 

 

４ 閉会 

 

配付資料 

資料１-１ 令和元年度資源物搬入・搬出量（令和 2年 1月末時点） 

資料１-２ 平成 30年度資源物搬入・搬出量（平成 31年 1月末時点） 

資料１-３ 平成 30年度資源物搬入・搬出量 

資料２-１ 令和元年度寒川広域リサイクルセンター施設見学者数 

（令和 2年 1月末時点） 

資料２-２ 平成 30年度寒川広域リサイクルセンター施設見学者数 

資料３   令和元年度年間運転計画 

資料４   令和元年度年末年始繁忙期の稼働状況 

資料５   緑地帯の樹木伐採及び剪定 

議事録承認委員及び

議事録確定年月日 
金子 一男         （令和２年３月１６日確定） 

  


